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第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画の成果・効果の検証について（アンケート調査）

「第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画（平成１８年度～平成２２年度）」（以下「第２次５か年計画」という）におい
て整備した施設について、施設整備による成果・効果等について各国立大学法人等に対しアンケート調査を実施。

１．調査の概要
（１）調査内容

①国立大学法人等の長を対象とした調査
・第２次５か年計画における大学全体としての施設整備の成果・効果や施設の現状等について調査

②第２次５か年計画において整備した施設を利用している教員等を対象とした調査
・施設整備による教育研究等への効果や対象施設以外の施設の現状について、施設の区分別（教育研究施設、附属図書
館、学生支援施設、附属病院）に調査

・調査対象の施設は、原則として第２次５か年計画の期間中に整備した全ての施設（耐震対策やアスベスト対策のみの事
業等は除く。）を対象とし、棟単位で調査

（２）実施期間 平成21年12月24日から平成22年2月2日まで

２．調査結果
（１）国立大学法人等の長を対象とした調査

・対象は、国立大学法人（８６）、大学共同利用機関法人（４）、国立高等専門学校機構（１）で全法人から回答
・回答内容は別紙１参照

（２）第２次５か年計画において整備した施設を利用している教員等を対象とした調査
・回答内容は別紙２参照

【教育研究施設】
・対象施設 ５２６棟 ・抽出人数 ５８５９人、回答数 ３５３４人 （回答率 ６０％）

【附属図書館】
・対象施設 ２９棟 ・抽出人数 ３１９人、回答数 ２１８人（回答率 ６８％）

【学生支援施設】
・対象施設 ６３棟 ・抽出人数 ６０１人、回答数 ３９０人（回答率 ６５％）

【附属病院】
・対象施設 ２９棟 ・抽出人数 ４２７人、回答数 ２６８人（回答率 ６３％）

資料１ （別添１）



2



3

国立大学法人等の長を対象とした調査結果
別紙１

１．第２次５か年計画の期間中に整備した施設による教育研究等への効果について（選択式）

全設問において、「効果があった」又は「やや効果があった」との回答が約９割であり、第２次５か年計画による
施設整備により教育研究等へ一定の効果が現れていると考えられる。

特に、「安全・安心な教育研究環境の確保」や「地域の中核的医療機関としての機能充実」については、「効果
があった」との回答が約９割となっており、整備の効果が現れてきている。

大学附属病院の整備

卓越した研究拠点の整備

人材養成機能を重視した
基盤的施設の整備

老朽施設の再生整備

ⅲ地域の中核的医療機関としての機能充実

ⅱ臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

ⅰ医療系人材の教育・養成

ⅳ国家的・社会的課題への対応など他大学や公的研究機関との共同研
究等の連携協力を推進する研究環境の確保

ⅲ地方公共団体、民間企業との共同研究など社会等との連携協力を推
進する研究境の確保

ⅱ国内外の優れた研究者や学生を惹きつける研究環境の確保

ⅰ優れた教育研究機能を持つ世界水準の独創的・先端的な学術研究の
拠点形成

ⅴ宿舎や福利厚生施設等の生活面の環境の確保

ⅳ若手研究者が自立して研究できる環境の確保

ⅲ個性・特色ある教育内容・方法の展開

ⅱ大学院教育の実質化等の教育内容・方法の改革・改善への対応

ⅰ創造性豊かな人材、国際的に通用する人材等の人材養成機能の強化

ⅰ安全・安心な教育研究環境の確保

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

効果があった やや効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった

（※「該当事業がない」を除く）
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２．現在保有している施設の現状について（選択式）

現在保有している施設の面積（量）に関する満足度については、「不満」又は「やや不満」との回答が約７割であ
り、特に「教育研究の国際交流を推進するための施設」や「留学生宿舎」については、 ８割を超えており満足度が

低い。

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研究の拠点となる
施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

①保有面積（量）の満足度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

（※「該当なし」を除く）
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現在保有している施設の機能（質）に関する満足度については、「不満」又は「やや不満」との回答が約７割であ
り、特に「教育研究の国際交流を推進するための施設」については、８割を超えており満足度が低い。

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研究の拠点となる
施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

②保有施設の機能（質）の満足度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

（※「該当なし」を除く）
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３．各国立大学法人等における、第２次５か年計画を策定したことの効果・影響（自由記述）

第２次５か年計画を策定したことにより、各大学等においても、安全・安心な環境が確保されたこと、優先順位が
明確になり計画的な整備が可能となったことや、施設マネジメントの推進や新たな整備手法の活用の意識が高
まったなどの回答が多い。一方、残っている老朽施設の解消や狭隘化の解消を引き続き求める回答もあった。

【回答の例】

・老朽施設の再生が最重要課題であったことにより、学内での老朽
施設改修の整備優先順位確定の目安になり、計画的に順次改
修を実施することが出来た。

・老朽施設の再生や耐震補強等により、安全・安心な施設が整備
された。また、既存施設のスペース再配分により、若手研究者等
が自立して研究できる環境が整備され、活性化していると考えて
いる。

・文部科学省の施設整備施策の明確化と重点的支援により整備が
推進されると共に、学内においても経営的視点に立った施設マ
ネジメントの重要性・必要性に対する理解が深まった。

・学内においても国の施策に沿った整備方針について理解が図ら
れたことにより具体的な施設整備の優先度に対する認識が図れ、
整備の優先度が低い事業については自己資金の活用等新たな
る整備手法を模索して整備を行うようになった。

・老朽建物や大学施設・設備の機能改善が進められ、安全安心は
着実に向上した実感がある。このことにより、学生の教育・研究に
集中できる環境が整い始めていると思う。

・附属病院の再開発整備も最優先課題として明確にできたことで、
病棟・診療棟の整備に着手でき、特定機能病院としてより高度先
進医療を行える環境を提供し、災害拠点病院として地域に貢献
できる環境が整うことは非常に重要である。

・第２次５か年計画の策定により、重点整備事業が絞り込まれ事業
展開の方針が明確となり、全国一律の施設整備が推進されたこと
により大きな効果が得られた。しかしその反面、大学の特色，独
自性が打ち消されるというマイナス面も顕在したと思われる。
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４．ポスト５か年計画の盛り込むべき観点等について（自由記述）

ポスト５か年計画に盛り込むべき観点として、引き続き老朽施設の再生整備を行うとともに、学生の視点を重視
した施設整備や国際化の観点から留学生や外国人研究者を受け入れる環境の整備、省エネルギー対策等の環
境に配慮した整備を行うことが必要との回答が多い。また、各大学等の個性や特色、地域性に応じ多様なニーズ
に対応できるよう求める回答もあった。

【回答の例】

・安全安心、老朽改修、卓越した研究拠点の計画的重点的な整備
や、ＣＯ２削減に配慮し、資源、エネルギーの有効活用に努め、
機能的効率的キャンパス創りを引き続き推進することは重要であ
る。

・大学施設が安全安心な施設に再生されることは引き続き必要で
あるが、加えて、学生にとって魅力のあるキャンパス及び学生支
援施設が充実していることが重要と考える。

・学生教職員の福利厚生に関する部分の施設整備が遅れている。
大学の基礎力として教育力や研究力が求められる事は当然だが、
学生（留学生を含む）や研究者にとって魅力ある生活環境を整備
し、「学びたいキャンパス・研究をしたいキャンパス」であることも必
要である。特に地方大学では都市圏に比べ立地や地域経済面
でのハンディもあり、自助努力だけでは及ばない部分がある。

・我が国の経済的発展や国際的役割の進展のために「国際化」の
観点からの施策(研究者・留学生受入れ施設等)を希望する。

・盛り込むべき観点としては、①経年劣化し老朽化した施設、基幹
的設備等の改修整備②各大学の特色ある取組み等に係る施設
整備③大学病院関係の施設整備

・国立大学法人の施設は単なる建設投資ではなく、将来の我が国
を支える根幹となる「人」への投資であることを第一に示して頂き
たい。また、キャンパス施設の改善は地球環境の改善に向けて、
ソフト面での教育効果とハード面での温暖化ガス削減の両面に
対して効果が直結するものであることも重要と考えている。
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整備した施設を利用している教員等を対象とした調査結果
別紙２

１．施設整備による教育研究等への効果について（選択式）

教育研究施設

全体的には「効果があった（見込まれる）」又は「やや効果があった（見込まれる）」との回答が多く、教育研究施設の整備により教
育研究等へ一定の効果が現れていると考えられる。特に「学生の学習意欲の向上」や「教育研究の進展」等との回答は８割を超え
ており、整備の効果が現れている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①少人数教育等のきめ細やかな教育の実施

②教育研究内容の拡充

建物・設備の高機能化、効率化による教育研究の進展

の配置や動線の見直しによる教育研究活動の活性化

共同研究や異なる研究分野の研究者と交流の活性化

⑥建物・設備の高機能化による研究意欲の向上

⑦室内環境の改善による学生の学習意欲の向上

⑧創造的・独創的で自立した研究者の育成

⑨先端技術の知識を取得した技術者の育成

効果があった 今後、効果が見込まれる やや効果があった 今後、やや効果が見込まれる
あまり効果がなかった 今後、あまり効果が見込まれない 効果がなかった 今後、効果が見込まれない

（※「該当しない」を除く）

⑨先端的技術を取得した技術者の育成

⑧創造的・独創的で自立した研究者の育成

③教育研究の進展

④教育研究活動の活性化

②教育研究内容の拡充

⑥研究意欲の向上

⑤共同研究や異分野の研究者との交流の活性化

⑦学生の学習意欲の向上

①少人数教育等のきめ細やかな教育の実施
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⑨先端技術の知識を取得した技術者の育成⑧創造的・独創的で自立した研究者の育成⑦学生の学習意欲の向上

⑥研究意欲の向上⑤共同研究や異分野の研究者との交流の活性化④教育研究活動の活性化

③教育研究の進展②教育研究内容の拡充①少人数教育等のきめ細やかな教育の実施

新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保 情報環境等の整備による施設の高機能化 空調等の設備更新による施設の機能向上 耐震化等による安全・安心の確保

75%

10%

8%

7%

56%
26%

7%

11%

30%

42%

13%

15%

77%

9%

3%

11%

71%

16%

5%

8%

25%

31%

29%

15%

19%

7%

60%

14%

66%

17%

9%

8%

55%

31%

6%

8%

施設整備による教育研究等への効果とその効果が発現するために最も有効であった施設整備内容を集計。
教育研究等の効果の項目により、有効である施設整備の内容は異なるが、全体的にみると「新増築や諸室の集約化等によ

る新たなスペースの確保」との回答が多い。なお、「教育研究の進展」等については「情報環境等の充実による施設の高機能
化」が、「学生の学習意欲の向上」等については「空調等の設備更新による施設の機能向上」との回答が多くなっている。



10

附 属 図 書 館

全体的には「効果があった（見込まれる）」又は「やや効果があった（見込まれる）」との回答が多く、附属図書館の整備により教育
研究等へ一定の効果が現れていると考えられる。特に「室内環境の満足度の向上」 や「学習支援機能の充実」との回答は９割を超
えており、整備の効果が現れている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①学習支援機能の充実

②研究支援機能の充実

③情報環境の充実等による満足度の向上

④室内環境の改善による満足度の向上

ス等の充実による学生同士の交流の活性化

効果があった 今後、効果が見込まれる やや効果があった 今後、やや効果が見込まれる

あまり効果がなかった 今後、あまり効果が見込まれない 効果がなかった 今後、効果が見込まれない

（※「該当しない」を除く）

③情報環境等の満足度の向上

④室内環境の満足度の向上

②研究支援機能の充実

⑤学生同士の交流の活性化

①学習支援機能の充実
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⑤学生同士の交流の活性化

④室内環境の満足度の向上③情報環境等の満足度の向上

②研究支援機能の充実①学習支援機能の充実

75%

9%

7%

9%

53%

34%

8%
5%

16%

76%

1%
7%

28%

2%

48%

22%

4% 2%

94% 新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保

情報環境等の整備による施設の高機能化

空調等の設備更新による施設の機能向上

耐震化等による安全・安心の確保

施設整備による教育研究等への効果とその効果が発現するために最も有効であった施設整備内容を集計。
教育研究等の効果の項目により、有効である施設整備の内容は異なるが、全体的にみると「新増築や諸室の集約化等による新

たなスペースの確保」との回答が多い。なお、「情報環境等の満足度の向上」等については「情報環境等の充実による施設の高機
能化」が、「室内環境の満足度の向上」等については「空調等の設備更新による施設の機能向上」との回答が多くなっている。



12

学生支援施設

全体的には「効果があった（見込まれる）」又は「やや効果があった（見込まれる）」との回答が多く、学生支援施設の整備により教
育研究等へ一定の効果が現れていると考えられる。特に「生活環境の改善による満足度の向上」や「学生同士の交流の活性化」等
との回答は約９割となっており、整備の効果が現れている。一方、「国内外の研究者交流の活性化」については、約６割となっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①生活環境の改善による満足度の向上

スペースの確保等による学生同士の交流の活性化

③国内外の研究者交流の活性化

等キャンパス環境の整備による学生満足度の向上

効果があった 今後、効果が見込まれる やや効果があった 今後、やや効果が見込まれる

あまり効果がなかった 今後、あまり効果が見込まれない 効果がなかった 今後、効果が見込まれない

（※「該当しない」を除く）

③国内外の研究者交流の活性化

④キャンパス環境の整備による学生満足度の向上

②学生同士の交流の活性化

①生活環境の改善による満足度の向上
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④キャンパス環境の整備による学生満足度の向上③国内外の研究者交流の活性化

②学生同士の交流の活性化①生活環境の改善による満足度の向上

69%

16%

12%
3%

89%

3%
8%

91%

6% 3%

57%

19%

18%

6%

新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保 空調等の設備更新による施設の機能向上

耐震化等による安全・安心の確保 情報環境等の整備による施設の高機能化

施設整備による教育研究等への効果とその効果が発現するために最も有効であった施設整備内容を集計。
教育研究等の効果の項目により、有効である施設整備の内容は異なるが、全体的にみると「新増築や諸室の集約化

等による新たなスペースの確保」との回答が多い。
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附 属 病 院

全体的には「効果があった（見込まれる）」又は「やや効果があった（見込まれる）」との回答が多く、附属病院の整備により教育・研
究・診療へ一定の効果が現れていると考えられる。特に「患者サービスの向上」や「患者満足度の向上」等との回答は９割を超えて
おり、整備の効果が現れている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①医療系人材の教育・養成

臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

中核的医療機関としての高度先進医療の実施

④効率的な病院運営の実施

施設の高機能化等による患者サービスの向上

⑥室内環境の改善による患者満足度の向上

改善による医師、看護師等の労働環境の改善

効果があった 今後、効果が見込まれる やや効果があった 今後、やや効果が見込まれる

あまり効果がなかった 今後、あまり効果が見込まれない 効果がなかった 今後、効果が見込まれない

（※「該当しない」を除く）

③地域の中核的医療機関としての高度先進医療の実施

④効率的な病院運営の実施

②臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

⑥患者満足度の向上

⑤患者サービスの向上

⑦医師、看護師等の労働環境の改善

①医療系人材の教育・養成
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⑦医師、看護師等の労働環境の改善

⑥患者満足度の向上⑤患者サービスの向上④効率的な病院運営の実施

③地域の中核的医療機関として高度先進医療の実施②臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献①医療系人材の教育・養成

49%
47%

3%
1%

78%

20%

2%

78%

17%

4%
1%

53%

36%

6%
5%

34%

29%

29%

8% 10%

34%

52%

4%

19%

35%

36%

10%

手術室・診療室や情報環境等の整備による施設の高機能化

新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保

空調等の設備更新による施設の機能向上

耐震化等による安全・安心の確保

施設整備による教育・研究・診療等への効果とその効果が発現するために最も有効であった施設整備内容を集計。
教育・研究・診療等の効果の項目により、有効である施設整備の内容は異なるが、全体的にみると「手術室・診療室や情報環境

等の整備による施設の高機能化」や「新増築や諸室の集約化等による新たなスペースの確保」との回答が多い。なお、「患者満足
度の向上」等については「空調等の設備更新による施設の高機能化」との回答が多くなっている。
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２．施設整備による教育研究等への効果として定量的に把握されている効果

教育研究施設

施設整備による教育研究等への効果として定量的に把握されている効果もあり、特に、教育研究施設では「⑥共同研究・連携の
推進」、「⑩学会等での発表・招待講演の増加」、附属図書館では「①利用者の増加」、学生支援施設では「①入居率の向上」、附属
病院では、「②患者数の増加」、「⑤病院収入の増加」等について施設整備により一定の効果が現れている。

附属図書館
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学生支援施設 附属病院
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３．現在保有している施設の現状について（選択式）

①保有面積（量）の満足度

現在保有している施設の面積（量）に関する満足度については、全体的に「不満」又は「やや不満」との回答が多く、特に「優れた教
育研究機能を持つ世界最高水準の学術研究の拠点となる施設」や「教育研究の国際交流を推進するための施設」については、 約
８割となっており、満足度が低い。

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研究の拠点となる
施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

（※「該当なし」除く）



19

②保有施設の機能（質）の満足度

現在保有している施設の機能（質）に関する満足度については、全体的に「不満」又は「やや不満」との回答が多く、特に「優れた教
育研究機能を持つ世界最高水準の学術研究の拠点となる施設」や「教育研究の国際交流を推進するための施設」については、 ８
割弱となっており、満足度が低い。

ⅲ福利厚生施設（食堂、課外活動施設等）

ⅱ留学生宿舎

ⅰ学生宿舎

学生支援に
関する施設

ⅲ大学院教育充実のための施設

ⅳ教育研究の国際交流を推進するための施設

ⅱ若手研究者が自立して研究できる環境

ⅵパソコン、LAN、プロジェクター等の高機能な設備を備えた施設

ⅴ優れた教育研究機能を持つ世界水準の学術研究の拠点となる
施設

ⅰ教育研究を支援するための附属図書館附属図書館

ⅳ学生が集える場（コミュニケーションスペース）

教育研究に
関する施設

ⅰ新たな教育研究を実施するための施設

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満

（※「該当なし」除く）
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各大学における学生満足度調査の取り組み事例
参考

九 州 工 業 大 学

アンケート概要

■目 的

・平成19年から平成20年にかけて行った総合教育棟の改修（自習

スペースの設置や空調の充実、屋外スペースの整備）の効果や

今後のキャンパス整備の課題等を把握する。また、Ⅰ期改修完

了時（平成19年）の調査結果と比較して今後の課題を検証する。

・戸畑キャンパス全体に対する、学生の満足度・要望を把握し、学

生の視点での今後のキャンパス整備の課題、方向性を把握する。

■対 象：学部生、大学院生。

■調査期間：平成20年11月～平成21年1月

■回収状況

・学部生 在学生数2,511名に対し、1,922名回収。（回収率77％）

・大学院生 在学生数737名に対し、484名回収。（回収率66％）

①総合研究棟の改修（全体の印象・使いやすさ、講義室、トイレ等）

②情報学習プラザの新設（全体の印象・使いやすさ、IT演習室、学
生交流プラザ等）

③学生食堂の増築（全体の印象・使いやすさ、食堂、広場等）

④戸畑キャンパス全体（全体の印象・使いやすさ、校舎、福利施設、
緑、広場等）

⑤今後、充実して欲しい施設

主なアンケート項目

アンケート結果（抜粋）

戸畑キャンパスの全体について

○全体の印象、使いやすさについて
・「非常によい」「良い」と答えた割合が増加

○校舎全般について
・「非常によい」「良い」と答えた割合が増加

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2009年全体(N=2,436)

2007年全体(N=2,328)

非常によい よ　い ふつう わるい 非常にわるい

（「無回答」を除く）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2009年全体(N=2,436)

2007年全体(N=2,328)

非常によい よ　い ふつう わるい 非常にわるい

（「無回答」を除く）
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大 分 大 学

アンケート概要

■目 的

・今後の施設整備を行う上での計画・設計等の参考とする

■対 象：対象施設を利用している学部生、大学院生、教職員

■調査時期：平成21年6月

■回答者の状況
・学部生、大学院生 348名 ・教職員等 16名

①安全・安心（耐震化、消防設備・避難設備等の改善等）

②居住環境（建物のデザイン、講義室・研究室の良くなった点等）

③共用スペース（学生ラウンジ、演習室等の確保、教育研究やコ
ミュニケーションの向上等）

④その他（省エネ機器の使用等の環境対策、バリアフリー等）

⑤学内の施設・環境

主なアンケート項目

アンケート結果（抜粋）

【改修後の講義室について】

217人

55人
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良くなった
238人
76%

変わらない
66人
21%

悪くなった
8人
3%

【講義室で良くなった点】

【改修後の研究室・実習室等について】

【研究室・実習室等で良くなった点】
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【近年の学内施設・環境について】

学内の施設・環境の整備

良くなってきた
235人
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2%

○その他（バリアフリー対策について）
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わからない
36人
12%

居 住 環 境
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非常に不満
2% 非常に満足

11%

やや満足
27%

どちらでもな
い

42%

やや不満
18%

徳 島 大 学

アンケート概要

■目 的

・改修後の施設の状況を把握し、今後の施設整備の質の向上を

図る

■対象者：学生、教職員

■調査時期：平成21年12月

■回答者の状況
・学部生、大学院生 30名 ・教職員 17名

①建物の印象（他の建物との調和、室内の印象）

②安全性（防火・地震等の安全性、防犯対策等）

③機能性（教員と学生、学生同士のコミュニケーション）

④使いやすさ（出入口、廊下の広さ、フロア構成、学生スペース等）

⑤パソコン等の使用環境（電源コンセント、情報コンセント）

⑥快適性（室内の照明、空調、採光、色彩、清潔さ）

⑦その他（案内表示、洗面所、廊下・収納スペース）

主なアンケート項目

アンケート結果（抜粋）

【他の建物との調和】

使 い や す さ

【学生同士のコミュニケーション】

やや満足
44%

どちらでもな
い

43%

非常に満足
13%

やや不満
4%

非常に不満
2%

どちらでもな
い
17%

やや満足
47%

非常に満足
30%

やや満足
34%どちらでもな

い
54%

やや不満足
6%

非常に満足
6%

やや満足
47%

どちらでもな
い

34%

やや不満
5%

非常に満足
14%

【分野別のレイアウト（フロア構成）】

【実験スペースの使いやすさ】

機 能 性

【教員と学生のコミュニケーション】

【室内の印象】

どちらでもな
い
32%

やや不満
11%

非常に満足
21%

やや満足
36%

建 物 の 印 象
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